
RNA-Seq解析をご依頼のお客様へ

RNA検体送付手順

9検体以上を送付される方はBへ！

チューブに検体名称を記入する

1. プレート側面にプレート名称を記入する

2. 検体を下図の順番に入れる

プレート下側の側面以外に、解析依頼書に記載のプレート名称
をご記入ください。弊社での解析作業時に、下側の側面にラベ
ルシールを貼付いたします。

A1から下図の矢印の順番に検体を入れてください。
G12、H12ウェルには何も入れないでください。

チューブのフタに、解析依頼書と同じ検体No. または解析依頼書に
記載の検体名称をご記入ください。

A 1.5 mlチューブでご送付いただく場合

フタが分離しないタイプのチューブでご送付ください。

0.2 ml、0.8 ml、2 mlチューブは使用しないでください。

低温でラベルシールがはがれることがあります。冷凍対応シールをご
使用いただくか、チューブに直接ご記入ください。

推奨プレート
Eppendorf twin.tec PCR Plate 96
型番：0030128648 Eppendorf社
推奨シール（冷凍に対応しているシールです）
タイタースティック HCフィルム
型番：547-KTS-HC WATSON社

B 96-wellプレートでご送付いただく場合 9検体以上の場合はプレートでご送付ください！

検体の準備1

CATCGAACAA
TGAGATCCTGTTG

ATCACCTGTTGAAGTT
TCTTAAGGAAGGAATCAAT

TCGCAATAAGAGCAC
AAGACTACGTCTTGTACAA

AGAGCCGACTGA

推奨プレートおよびシールを可能な限りご使用ください。
※希望者には弊社より推奨プレートとシールを送付いたします。
お問い合わせください。

プレートシールの貼り方
1. A1に角を合わせ軽く貼る

圧着の際に、プレートラックを使用す
ることで、プレートのたわみを防ぎ、
シールが貼りやすくなります。

プレートシールの裏紙をはがし、A1
側の角にシールの角を合わせ、軽く貼
り合わせます。

プレートラックを使おう
シールアプリケーターなどを用いて、
ウェルのリング部分がしっかり浮き出
るようにシールを圧着させます。

2.エッジまで圧着させる

持ち手をはがさない

リングが浮き出るまで

エッジまでしっかり圧着

必ず冷凍対応のシールをご使用ください！はがれる可能性があります。

G12、H12は空ウェル
A1から
スタート 下側側面

以外に
名称記入

こちらの側面に弊社ラベルを貼付します

透明V底のウェル エッジがフラット フルスカート
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下記形状のPCR用プレートをご使用ください。



チューブおよびプレートを緩衝材、チューブボックスなどで
しっかり保護します。

1. 緩衝材などで検体を包む

プレートを複数枚送付する場合は、シールが破れるのを防ぐため、
直接重ねず、1プレートずつ袋に入れる、またはプレート間に緩衝
材をはさむなどのご対応をお願いします。

2. ドライアイスを輸送箱に入れる
輸送箱の一番下にドライアイスを入れます。ドライアイスの量
は輸送日数が1日の場合2 kg、2日の場合3 kgが目安です。

3. 保護した検体を輸送箱に入れる

破損の原因となりますので、検体にドライアイスが直接触れな
いようにしてください。

4. 隙間がある場合は緩衝材で埋める

5. 解析依頼書またはオンライン注文完了画面を印刷し、
同梱する

(1)お届け先

タカラバイオ株式会社遺伝子解析センター
受託受付担当宛て

〒525-0058
滋賀県草津市野路東七丁目4番38号

TEL：077-567-9262

(4)輸送温度

冷凍（RNA検体の場合）

(2)お届け希望日

平日午前を指定、翌日必着 (遠隔地を除く)

(3)品名

受託名：（例）RNA-Seq解析

発送依頼者（発送元）と解析のご依頼者名が異なる際
は、下記のいずれかをご記載ください。
•ご依頼者名
•オンライン注文番号：NGS〇〇〇〇〇〇
•参考見積書番号：GERK〇〇〇-〇〇〇〇〇

•ロット番号：PR〇〇〇〇（再送付検体で弊社ロット番
号がある場合

(1)
(2)

(3)

(4)

ドライアイスを
一番下に！

ドライアイスと
検体が直接
触れないように！

検体が動かない
ように！

解析依頼書を
忘れずに！

チューブの場合 プレートの場合

検体の梱包2

検体の発送3
翌日必着（遠隔地除く）、元払いでご送付ください
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